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弧fims

文大
正
期
に
於
け
る
北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
史

へ
の
若
干
の
考
察

福

島

恒

雄

L
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
北
海
道
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
が
伝
道
し
た
の
は
～
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）
で
あ
っ
た
。
｝
昨
年
で
…
○
○
年
を
数
え
て
い
る
。
ハ

リ
ス
ト
正
教
会
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
裕
布
教
が
一
八
六
八
年
（
安
政
五
年
）
で
一
一
七
年
を
経
て
い
る
。
更
に
切
支
丹
が
津
軽
か
ら
迫
害
を
逃

が
れ
て
渡
懐
し
た
の
が
一
六
一
七
年
（
元
和
三
年
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
北
海
道
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
を
み
れ
ば
約
三
六
〇
年

の
．
歴
史
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
の
中
で
決
し
て
短
い
も
の
で
は
な
い
。

　
切
支
丹
史
の
研
究
や
明
治
時
代
の
北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
史
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
か
な
り
な
さ
れ
て
き
た
が
、
し
か
し
、
大
正
時
代
に

つ
い
て
は
全
く
と
云
っ
て
よ
い
程
ふ
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
よ
う
だ
。

　
な
ぜ
、
大
正
期
が
キ
リ
ス
ト
教
史
研
究
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
三
つ
の
理
歯
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
う
。

　
一
つ
は
、
比
較
的
年
代
が
浅
い
こ
と
で
あ
る
。
大
正
期
に
活
躍
し
た
人
々
が
存
命
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
客
観
的
に
史
的
研
究
を

進
め
る
こ
と
の
た
め
ら
い
が
、
や
や
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
二
つ
に
は
、
北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
史
研
究
を
し
て
い
る
人
の
層
が
薄
い
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
研
究
は
明
治
期
に
と
ど
ま
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り
、
大
正
期
ま
で
、
手
が
伸
び
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
三
つ
に
は
、
明
治
期
に
比
し
て
大
正
期
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
北
海
道
の
特
色
が
失
わ
れ
て
、
史
的
研
究
の
興
味
が
薄
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
多
分
、
こ
の
こ
と
が
一
番
大
き
な
理
由
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
北
海
道
教
育
学
の
榎
本
守
恵
氏
が
、
昭
和
四
十
三
年
に
発
表
さ
れ
た
「
北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
史
の
諸
問
題
」
の
中
で
時
期
区
分
を
提
起

さ
れ
、
第
一
期
箱
館
閉
港
以
降
、
第
二
期
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
チ
ズ
ム
布
教
の
開
始
時
期
、
第
三
期
を
内
村
鑑
三
教
育
勅
語
不
敬
事
件
以

降
、
第
四
期
を
三
教
会
同
以
降
と
分
け
ら
れ
て
、
第
四
期
の
明
治
四
十
五
年
以
降
に
つ
い
て
、
「
…
…
三
教
会
同
は
、
大
逆
事
件
の
内
務

省
に
よ
る
国
民
教
化
政
策
の
表
現
で
あ
る
が
、
明
治
政
府
が
神
道
、
仏
教
と
対
等
に
キ
リ
ス
ト
教
団
体
を
遇
し
た
最
初
と
も
い
え
る
。
だ

が
内
務
省
肝
入
り
の
国
民
教
化
運
動
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
は
そ
の
特
性
を
喪
失
し
た
と
も
い
え
る
。
右
の
聞
題

を
離
れ
て
も
、
北
海
道
的
キ
リ
ス
ト
教
路
線
の
原
型
は
第
三
期
ま
で
に
ほ
ぼ
出
そ
ろ
っ
て
お
り
、
大
正
期
以
降
の
展
開
に
は
、
北
海
道
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

特
色
よ
り
も
、
本
土
諸
府
県
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
方
向
へ
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
…
：
二
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
指
摘
は
的
を
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
大
正
期
を
過
ぎ
て
五
十
年
、
今
や
昭
和
の
キ
リ
ス
ト
教
受
難
史
が
研
究
の

対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
き
、
そ
の
歴
史
の
流
れ
の
一
時
期
を
担
っ
た
大
正
期
に
つ
い
て
も
、
史
的
考
察
を
進
め
る
こ
と
は

必
要
で
あ
り
、
又
、
地
方
史
の
特
色
が
失
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
こ
の
時
期
も
、
研
究
が
進
め
ば
、
か
な
り
興
味
あ
る
特
色
が
見
出
さ
れ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
大
正
期
の
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
時
、
キ
リ
ス
ト
教
史
を
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
年
号
で
分
け
る
こ
と
が
妥
妾
性
を
も
つ

か
ど
う
か
の
問
題
も
あ
る
。

　
製
本
の
近
代
史
の
中
で
、
大
正
期
は
一
つ
の
特
色
を
も
っ
て
い
た
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
表
現
の
中
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
な
、

吉
野
作
造
ら
の
民
本
主
義
、
武
者
小
路
、
有
島
ら
の
白
樺
派
、
鈴
木
文
治
ら
の
友
愛
会
な
ど
、
明
治
期
に
も
、
昭
和
期
に
も
な
か
っ
た
一

つ
の
特
色
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
史
で
は
、
明
治
期
に
も
、
紹
和
期
に
も
な
か
っ
た
特
色
が
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
乏
し
か
っ

た
と
云
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
鐵
本
キ
リ
ス
ト
教
史
の
研
究
で
、
す
ぐ
れ
た
労
作
を
出
し
て
お
ら
れ
る
、
石
原
指
導
の
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教

　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

史
論
』
或
は
、
土
肥
昭
夫
氏
の
『
日
本
プ
β
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
成
立
と
農
開
』
な
ど
の
中
に
も
、
大
正
期
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
の
を

殆
ど
見
出
さ
れ
な
い
の
は
、
そ
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
大
内
三
郎
氏
は
『
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
』
の
中
で
大
正
期
の
キ
リ
ス
ト
教
の
特
徴
を
、
お
お
よ
そ
、
次
の
よ
う
に
七
つ
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
一
、
大
正
期
は
明
治
期
と
は
ち
が
う
歴
史
的
性
格
の
第
二
代
目
の
キ
リ
ス
ト
者
が
活
躍
し
た
こ
と

　
こ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
派
の
特
微
、
性
格
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
こ
と

　
三
、
教
派
間
の
共
同
精
神
が
み
な
ぎ
っ
て
き
た
こ
と

　
四
、
伝
道
す
る
教
会
と
し
て
教
勢
が
の
び
、
と
く
に
日
曜
学
校
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
こ
と

　
五
、
社
会
運
動
や
労
働
運
動
が
盛
ん
に
活
動
し
た
こ
と

　
六
、
内
的
問
題
を
深
め
る
と
共
に
神
学
的
思
索
が
深
め
ら
れ
て
き
た
こ
と

　
七
、
純
福
音
派
と
呼
ば
れ
る
一
群
が
出
て
き
た
こ
と

　
以
上
は
必
ず
し
も
大
正
元
年
か
ら
十
五
年
ま
で
と
い
う
の
で
は
な
く
、
明
治
四
十
年
代
か
ら
昭
和
六
年
く
ら
い
ま
で
の
こ
と
を
含
め
て

考
え
ら
れ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
筆
者
は
『
北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
略
史
一
品
と
し
て
明
治
中
後
期
の
教
派
溺
発
展
の
経
緯
』
の
拙
い
発
表
の
中
で
、
時
期
区
分
を
六
期
に

分
け
て
み
た
。

　
第
一
期
　
前
　
　
　
史
（
一
六
一
七
～
一
八
五
七
）

　
第
二
期
　
開
　
始
　
期
（
一
八
五
八
～
一
八
八
六
）
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第
三
期
教
会
形
成
期
（
一
八
八
六
～
一
九
一
一
）

　
第
四
期
　
協
力
伝
道
期
（
一
九
〇
一
～
一
九
三
二
）

　
第
五
期
　
苦
　
難
　
期
（
一
九
三
一
～
一
九
四
五
）

　
第
轟
ハ
㎜
期
　
　
戦
後
発
卿
辰
期
（
一
九
四
轟
ハ
～
　
　
　
　
　

）

　
本
稿
は
第
四
期
の
協
力
伝
道
期
に
あ
た
る
わ
け
だ
が
、
一
九
〇
一
～
一
九
三
二
年
と
し
た
の
は
、
　
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
＋
四
年
）
は
二

十
世
紀
大
挙
伝
道
が
各
派
協
力
で
な
さ
れ
た
と
き
で
あ
り
、
　
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
は
賀
川
豊
彦
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
神
の
国
運
動

が
終
っ
た
時
で
、
戦
前
の
各
派
協
力
伝
道
は
ほ
ぼ
こ
の
時
で
終
っ
て
い
る
。
北
海
道
で
も
こ
の
協
力
伝
道
に
よ
り
、
か
な
り
の
成
果
を
収

め
て
い
る
。
特
に
大
正
三
年
～
六
年
ま
で
に
な
さ
れ
た
全
国
協
岡
伝
道
に
よ
り
本
道
の
教
会
も
か
な
り
伸
び
て
い
る
こ
と
が
み
ら
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
協
力
伝
道
期
と
し
て
こ
の
時
代
を
み
る
こ
と
は
、
そ
う
あ
や
ま
り
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
ぱ
、
一
つ
の
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
る
と
い
う
よ
り
は
、
未
だ
あ
ま
り
手
が
け
ら
れ
て
い
な
い
大
正
期
の
北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
史
研

究
の
い
と
ぐ
ち
を
つ
か
む
意
味
で
若
干
の
考
察
と
し
た
が
、
い
わ
ば
大
正
期
に
お
け
る
北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
史
研
究
序
説
と
も
い
う
べ
き

内
容
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
第
一
に
大
正
期
の
木
道
の
キ
リ
ス
ト
教
界
全
般
の
概
況
を
見
、
第
二
に
今
後
の
研
究
テ
ー
マ
と
な
る
と
懇
わ
れ
る
い
く

つ
か
の
特
徴
を
あ
げ
て
み
た
い
。

一4一

狐
　
大
正
期
に
於
け
る
教
会
の
概
況

　
大
正
期
酬
に
本
叫
還
に
あ
っ
た
教
A
還
の
教
派
は
、
　
メ
ソ
ジ
ス
ト
、
組
A
瞬
、
　
日
誌
、
　
塑
公
ム
筑
、
　
バ
プ
テ
ス
ト
、
福
笠
田
ル
ー
テ
ル
、
救
世
軍
、

ホ
ー
リ
ネ
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
八
教
派
と
カ
ト
リ
ッ
ク
、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
、
単
立
教
会
と
し
て
札
幌
独
立
教

会
及
び
無
教
会
の
群
で
あ
る
。
エ
・
ル
モ
ン
教
会
も
あ
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
と
し
て
は
少
し
二
丁
を
感
ず
る
の
で
、
本
稿
に
は
入
れ
て
い

ぜ
舜



な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
関
係
団
体
と
し
て
は
、
Y
M
C
A
、
Y
M
C
A
、
婦
人
矯
風
会
な
ど
が
活
躍
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
大
正
十
三
年
の
教
勢
ぱ
以
下
の
如
く
な
っ
て
い
る
。

教
　
会徒

教
　
職

日
　
　
基

糾
　
　
合

一
七

コ

八

六
九

一
四
五
一

四

八

メ
ソ
ジ
ス
ト一

四

八
國
七一

｝

聖
公
会三〇

三
〇
六
五

一
＝

バ
プ
テ
ス
ト一

四
一

～

救

’人

車

ホ
ー
リ
ネ
ス

一
〇

七

八
四

9
・

カ
ト
リ

リ
ス
ト
ス

教
　
会

一
五

一
二

三
　
　
＝
一
四

九

一
六
六
八
　
　
一
六
一
四
（
四
〇
一
）
一
　
一
　
一
四
〇

七

五

八
「

工

九
七

　
こ
の
中
で
大
正
期
に
伝
道
開
始
し
て
生
れ
た
教
会
は
、
救
世
軍
八
、
ホ
ー
リ
ネ
ス
五
、
聖
公
会
二
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
ニ
、
組
合
二
、
ル
ー

テ
ル
一
、
日
基
一
、
　
カ
ト
リ
ッ
ク
一
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
全
教
会
の
一
八
％
で
、
八
二
％
は
明
治
期
に
伝
道
開
始
し
た
所
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
大
正
期
は
開
拓
期
で
あ
る
よ
り
は
内
側
の
充
実
を
め
ざ
し
た
時
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
更
に
、
キ
リ
ス
ト
教
団
体
で
は
北
大
と
小
樽
高
商
に
Y
M
C
A
の
学
生
部
が
あ
り
、
札
幌
と
旭
川
に
支
部
が
あ
っ
た
。
Y
W
C
A
は
遺

愛
女
学
校
だ
け
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
婦
人
矯
風
会
が
か
な
り
活
発
に
働
い
た
時
代
で
、
道
内
に
は
小
樽
、
札
幌
、
旭
川
、
帯
広
、
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

蘭
、
岩
見
沢
、
滝
川
、
野
付
牛
、
名
寄
、
留
萌
の
一
〇
ヵ
所
に
麦
部
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
大
正
二
年
に
婦
人
矯
風
会
会
長
の
矢
島
揖
子
が

来
忙
し
た
の
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
明
治
の
終
り
か
ら
ピ
ア
ソ
ン
夫
人
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
遊
郭
に
売
ら

れ
た
女
性
解
放
運
動
な
ど
も
盛
ん
に
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
大
正
時
代
に
北
海
道
で
働
い
た
伝
道
者
及
び
信
仰
の
証
し
を
し
た
信
徒
の
中
で
、
比
較
的
知
ら
れ
て
い
る
人
々
を
拾
っ
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
以
下
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
者
達
が
活
動
し
て
い
た
。

【
牧
師
、
司
祭
、
伝
道
者
】

　
（
口
　
　
基
）
　
　
高
倉
徳
太
郎
（
札
幌
・
大
正
二
～
七
年
）
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（
組

合
）

（
メ
ソ
ジ
ス
ト
）

（
盤
　
公
会
）

（
ホ
ー
リ
ネ
ス
）

（
カ
ト
リ
ッ
ク
）

【
信
　
　
　
徒
】

　
（
臼
　
　
　
基
）

小
野
村
林
蔵
（
札
幌
・
大
正
七
～
昭
和
二
十
八
年
）

手
塚
儀
一
郎
（
函
館
・
大
正
二
～
六
年
）

能
…
　
野
司
　
埜
我
　
孝
　
　
（
函
朝
川
・
大
正
十
五
～
昭
和
山
ハ
年
）

G
・
P
・
ピ
ア
ソ
ン
（
国
①
湊
。
雛
）
（
北
見
・
大
正
三
～
昭
和
三
年
）

海
老
沢
　
　
亮
　
（
札
幌
・
大
正
三
～
十
二
年
）

G
・
M
・
p
…
ラ
ン
ド
（
菊
○
≦
鼠
＆
）
（
札
幌
・
明
治
二
十
九
年
～
大
正
十
三
年
）

白
　
戸
　
八
　
郎
　
（
札
幌
・
大
正
六
～
十
一
年
）

川
　
尻
　
正
　
修
　
（
札
幌
・
大
正
十
二
～
昭
和
三
年
）

W
・
ア
ン
デ
レ
ス
（
》
φ
費
①
妻
ω
）
（
明
治
二
十
六
～
大
正
七
年
）

J
・
バ
チ
ラ
i
（
し
ご
象
。
財
巴
○
村
）
　
（
明
治
十
一
～
昭
和
十
六
年
）

　
随八
f
欽
之
助

伊
藤
松
太
郎

向
　
井
　
蜘
　
雄

森
　
　
五
　
郎

丹
羽
平
三
郎

岡
田
哲
理
衛

（
釧
路
・
明
治
三
十
三
～
昭
和
十
年
）

（
函
館
・
明
治
三
十
一
～
大
正
十
二
年
）

（
大
正
十
二
～
昭
和
三
十
二
年
）

（
札
幌
・
明
治
四
十
三
～
？
・
）

（
小
樽
・
大
正
三
～
？
・
）

（
当
励
・
明
治
三
十
～
大
正
十
五
年
）
（
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
フ
リ
エ
・
フ
ラ
ソ
ソ
ワ
ー
）

ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
・
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ

佐
々
茂
雄
、
新
島
善
直
、
林
竹
次
郎
、
酉
村
久
蔵
、
小
川
次
郎
、
長
崎
次
郎
（
札
幌
）
、
石
島
正
種
（
小
樽
）
、
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（
組
　
　
　
合
）

（
メ
ソ
ジ
ス
ト
）

（
カ
ト
リ
ッ
ク
）

（
独
立
教
会
）

（
無
　
教
　
会
）

IIL

松
岡
駒
吉
（
室
蘭
）

中
村
信
以
、
藤
井
太
三
郎
、

佐
藤
昌
介
、
高
杉
栄
次
郎
、

三
木
露
風
（
当
甥
）

宮
部
金
吾
（
札
幌
）

浅
見
仙
作
（
札
幌
）

宇
都
宮
仙
太
郎
（
札
幌
）
、
佐
野
文
子
（
旭
州
）

佐
藤
善
玉
、
黒
沢
酉
蔵
（
札
幌
）
、
山
口
友
治
（
旭
川
）

大
正
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
史
の
特
色

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
後
の
研
究
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
大
正
期
の
特
色
を
い
く
つ
か
あ
げ
、
若
干
の
考
察
を
し
て
み
た
い
。

　
第
一
は
、
こ
の
時
代
に
新
し
く
北
海
道
へ
伝
道
し
た
教
派
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
救
世
軍
、
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
、
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
の
三
派
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
で
あ
る
が
、
救
世
軍
と
ホ
ー
リ
ネ
ス

教
会
は
明
治
の
終
り
に
伝
道
開
始
し
、
大
正
期
に
著
し
く
成
長
し
た
教
派
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
戦
時
中
に
、
最
も
激
し
い
弾
圧

を
う
け
、
教
会
は
解
散
さ
せ
ら
れ
、
資
料
は
殆
ん
ど
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
理
由
は
あ
る
が
、
い
わ
ば
国
家
権
力
と
キ
リ
ス

ト
教
と
の
間
で
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
的
な
役
割
を
担
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
大
正
、
昭
和
期
の
キ
リ
ス
ト
教
史
の
中
で
こ
の
二
つ
の
教
派
の

資
料
を
発
掘
・
収
集
す
る
こ
と
が
課
題
に
な
る
と
思
う
。

道
内
の
救
世
軍
に
つ
い
て
は
・
中
川
収
氏
の
側
見
が
あ
る
だ
け
で
・
そ
れ
に
よ
る
と
伝
道
開
始
は
明
治
四
＋
年
二
月
・
函
館
に
小
隊
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
＞

創
設
さ
れ
る
が
、
聞
も
な
く
閉
鎖
さ
れ
、
大
正
二
年
目
十
一
月
、
遠
軽
に
二
番
目
の
小
隊
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
大
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

十
三
年
に
は
札
幌
、
小
樽
、
函
館
、
旭
川
、
遠
軽
、
帯
広
、
留
辺
蘂
、
本
別
、
紋
別
と
札
幌
に
大
隊
本
部
の
一
〇
ヵ
所
が
で
き
て
い
る
。
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日
本
に
救
世
軍
が
伝
道
し
た
の
は
明
治
二
十
八
年
で
、
山
室
軍
平
が
『
平
民
の
福
音
』
を
出
し
た
の
が
三
十
二
年
で
あ
る
か
ら
、
北
海
道

伝
道
は
比
較
的
遅
か
っ
た
。
大
正
期
に
入
っ
て
道
内
伝
道
に
力
が
入
れ
ら
れ
た
事
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
は
大
正
の
初
期
、
東
洋
聖
教
会
と
い
っ
て
い
た
。
何
度
か
名
称
が
変
え
ら
れ
た
が
、
創
始
は
明
治
三
十
四
年
に
カ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

マ
ン
宣
教
師
夫
妻
が
渡
来
し
、
中
田
重
治
と
共
に
伝
道
を
開
始
し
た
時
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。
明
治
鷺
十
一
年
東
洋
宣
教
会
と
な
り
、
四

十
四
年
に
日
奉
聖
教
団
と
東
洋
宣
教
会
と
に
一
時
分
離
し
た
が
、
間
も
な
く
復
帰
し
、
大
正
六
年
に
a
本
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
と
な
り
中
田

重
治
が
監
督
と
な
っ
た
。

　
北
海
道
と
の
関
係
は
、
中
田
が
空
事
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
伝
道
者
だ
っ
た
頃
、
明
治
二
十
五
年
～
二
十
八
年
ま
で
八
雲
、
小
樽
、
千

島
で
働
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
早
く
か
ら
北
海
道
伝
道
を
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
明
治
四
十
二
年
の

　
　
　
　
　
　
お
　

年
会
任
命
者
表
を
み
る
と
小
樽
に
金
田
信
一
、
杉
山
つ
ね
が
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
出
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

　
旧
約
学
者
の
渡
辺
善
太
氏
は
当
時
、
東
洋
宣
教
会
に
属
し
て
お
り
、
自
叙
伝
と
も
い
わ
れ
る
『
回
心
と
そ
の
前
後
』
の
中
に
、
北
海
道

伝
道
と
講
演
旅
行
を
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
小
樽
、
軽
川
、
札
幌
、
滝
川
、
旭
馴
、
八
雲
を
中
田
監
督
と
共
に
巡
回
し
て
い
る
。

た
ぶ
ん
四
十
三
年
頃
で
あ
っ
た
ろ
う
。
札
幌
で
は
森
五
郎
が
任
命
さ
れ
て
お
り
、
活
発
な
伝
道
を
開
始
し
て
い
た
。
他
の
教
派
か
ら
も
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

話
す
る
信
徒
が
お
り
、
Y
M
C
A
に
各
派
の
教
職
が
集
り
、
中
田
を
迎
え
て
、
い
わ
ゆ
る
教
会
裁
判
と
い
う
の
が
行
わ
れ
て
い
る
。
大
正

時
代
に
入
っ
て
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
は
全
盛
時
代
を
迎
え
る
が
、
各
地
で
こ
の
新
教
派
と
の
衝
突
が
起
こ
っ
て
く
る
。
札
幌
は
そ
の
ぱ
し
り

と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
、
明
治
三
十
三
年
（
一
六
〇
〇
）
に
ウ
ェ
ル
ワ
ー
ズ
宣
教
師
夫
妻
が
来
日
し
て
日
本
伝
道
が

は
じ
ま
っ
た
。
北
海
道
に
は
大
正
四
年
ヴ
ィ
サ
オ
ラ
イ
ネ
ン
宣
教
師
と
溝
口
弾
一
牧
師
が
札
幌
に
伝
道
し
、
大
正
十
二
年
ヴ
ィ
サ
オ
ラ
イ

ネ
ン
の
帰
国
に
よ
り
と
だ
え
た
が
、
昭
和
六
年
に
西
丘
一
雄
、
八
年
に
ヴ
ィ
サ
オ
ラ
イ
ネ
ソ
の
再
赴
任
で
再
び
伝
道
し
、
九
年
に
会
堂
が

建
て
ら
れ
た
。
し
か
し
詳
し
い
こ
と
は
あ
ま
り
記
録
に
残
っ
て
い
な
い
。
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こ
の
頃
、
北
海
道
で
も
札
幌
独
立
教
会
と
は
別
に
無
教
会
の
群
が
集
い
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
矢
内
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

忠
雄
が
信
仰
の
老
父
と
呼
ん
だ
浅
見
仙
作
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
の
苦
難
期
の
中
で
明
確
に
非
戦
論
を
北
海
道
で
唱
え
た
の
は
浅
見
仙
作

だ
け
で
あ
っ
た
。
彼
は
明
治
三
十
五
年
に
中
田
重
治
の
札
幌
巡
回
伝
道
で
、
キ
リ
ス
ト
教
に
ふ
れ
、
そ
の
年
の
十
一
月
に
札
幌
メ
ソ
ジ
ス

ト
教
会
で
洗
礼
を
受
け
た
。
翌
年
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
日
露
戦
争
の
最
中
に
絶
酋
非
戦
の
信
念
を
も
ち
、
内
村
鑑
三
の
『
聖
書
之
研
究
』

を
読
ん
で
無
教
会
の
群
に
入
っ
た
。

　
四
十
一
年
に
帰
国
し
、
石
狩
を
根
拠
地
と
し
て
製
麻
会
社
に
つ
と
め
な
が
ら
、
平
信
徒
伝
道
者
と
し
て
、
小
樽
、
五
の
沢
、
北
村
、
夕

張
等
を
巡
撮
し
て
、
集
会
を
も
っ
た
。
大
正
十
四
年
に
札
幌
に
移
り
、
浴
場
業
を
営
み
な
が
ら
、
各
地
を
巡
移
し
、
又
文
轡
伝
道
を
盛
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貿
）

に
し
た
。
武
田
清
子
氏
は
『
土
着
と
背
教
』
の
中
に
や
や
詳
し
く
そ
の
生
涯
と
思
想
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
更
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
み
た
い
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
北
海
道
伝
道
は
パ
リ
ー
外
国
宣
教
会
に
よ
り
、
一
八
五
九
年
メ

ル
メ
神
父
の
派
遣
で
再
布
教
が
は
じ
め
ら
れ
た
。
　
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
年
）
に
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会
が
、
函
館

に
修
道
女
を
お
く
っ
て
孤
児
院
や
、
白
百
合
女
学
校
な
ど
を
た
て
て
社
会
に
貢
献
し
た
。
　
一
八
九
一
年
（
明
治
二
＋
四
年
）
に
函
館
教
区
が

お
か
れ
、
葉
北
斗
県
と
新
潟
、
北
海
道
が
管
理
さ
れ
た
。
一
八
九
六
年
（
明
治
二
牽
九
年
）
に
シ
ト
ー
会
の
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
を
招
き
、

当
別
に
男
子
修
道
院
、
湯
の
川
に
女
子
修
道
院
を
た
て
て
い
る
。
札
幌
に
は
一
八
八
一
年
（
明
治
＋
四
年
）
か
ら
伝
道
し
て
い
る
が
、
一
九

〇
七
年
（
朋
治
四
＋
年
）
に
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
を
札
幌
に
招
き
、
内
陸
の
伝
道
を
委
ね
た
の
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
は
一
九
一
隔
年
（
大
正
暇
年
）
札
幌
知
牧
区
を
開
設
し
、
函
館
を
除
い
て
全
北
海
道
を
管
理
す
る
こ
と
と
な
り
、
い
わ

ば
、
パ
リ
ー
外
国
宣
教
会
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
に
北
海
道
伝
道
の
責
任
を
委
任
し
た
の
が
、
こ
の
大
正
時
代
で
あ
り
、
函

館
か
ら
札
幌
に
中
心
を
移
し
た
と
き
で
も
あ
っ
た
。
又
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
は
一
九
一
一
年
（
明
治
四
＋
四
年
）
に
天
使
病
院
を
設
立
し
、
こ

の
病
院
で
病
め
る
身
が
癒
や
さ
れ
、
更
に
霊
的
救
い
に
あ
ず
か
っ
た
も
の
が
、
昭
和
三
十
二
年
迄
約
四
〇
〇
〇
人
に
達
し
た
と
報
ぜ
ら
れ

　
　
（
1
8
）

て
い
る
。
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又
、
　
マ
リ
ヤ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
女
会
は
一
九
二
五
年
（
大
正
＋
四
年
）
札
幌
に
藤
高
等
女
学
校
を
設
立
し
、

て
女
子
教
育
に
貢
献
し
て
い
る
。

同
慶
な
信
仰
に
基
づ
い

　
第
二
は
協
同
伝
道
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
大
正
期
の
エ
ポ
ッ
ク
を
な
し
た
も
の
で
、
一
つ
に
は
各
派
の
教
勢
が
伸
び
た
時
で
あ
り
、
一
つ
に
は
教
団
合
同
へ
の
足
が
か
り

と
も
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
協
同
伝
道
は
、
一
九
一
〇
年
に
エ
ジ
ン
バ
ラ
で
胴
か
れ
た
世
界
宣
教
大
会
の
決
議
に
基
づ
き
、
全
世
界
の
諸
教
会
が
栢
呼
応
し
て

伝
道
を
盛
ん
に
す
る
た
め
継
続
委
員
会
が
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
時
の
議
長
が
J
・
R
・
モ
ッ
ト
ー
で
、
　
一
九
ご
二
年
（
大
正
二
年
）
に
来
出

し
、
モ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
協
議
会
が
も
た
れ
、
大
正
三
年
か
ら
六
年
迄
の
三
年
間
協
同
伝
道
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
あ
る
。
中
央
委

員
長
に
井
深
愛
之
助
が
お
さ
れ
、
関
西
部
委
員
長
に
、
宮
川
経
輝
、
関
東
部
委
員
長
に
繊
村
正
久
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
一
年

度
集
中
伝
道
地
と
し
て
、
他
の
府
県
と
共
に
函
館
、
札
幌
、
小
樽
、
旭
川
な
ど
が
選
ば
れ
た
。

　
札
幌
で
は
佐
藤
昌
介
を
委
員
長
と
し
、
副
委
員
長
に
宮
部
金
吾
、
海
老
沢
亮
を
あ
げ
、
各
教
派
の
著
名
な
信
徒
教
・
職
を
網
羅
し
て
組

織
を
つ
く
っ
て
の
ぞ
ん
だ
。
北
光
教
会
機
関
誌
『
北
光
』
は
ニ
ヵ
月
に
渡
っ
て
特
輯
号
と
し
、
「
協
同
の
精
神
は
外
部
に
向
っ
て
福
音
を

宣
伝
す
る
は
勿
論
、
し
か
し
、
も
う
一
つ
の
価
値
は
基
督
者
内
部
の
協
同
を
促
進
す
る
に
あ
る
。
札
幌
ぱ
我
国
キ
リ
ス
ト
教
会
の
発
源
地

と
し
て
、
光
栄
あ
る
歴
史
を
有
す
る
が
、
近
来
や
や
に
、
美
し
き
協
同
的
精
神
の
発
揮
せ
ざ
る
憂
い
が
あ
っ
た
。
か
か
る
恨
み
が
一
掃
さ

　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
協
同
伝
道
で
本
道
に
応
援
に
き
た
講
師
は
、
井
深
総
之
助
、
植
村
正
久
、
笹
尾
粂
太
郎
、
江
原
素
六
、
費
山
幸
次
郎
、
マ
ッ
ケ
ン

ジ
ー
、
多
川
幾
造
、
広
岡
浅
子
、
森
村
布
左
衛
門
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
集
会
数
札
幌
二
五
回
、
集
ま
っ
た
人
髪
七
五
〇
名
、
求
道
を
志
し
た
も
の
一
七
七
名
と
記
さ
れ
て
い
る
ロ
ー
ラ
ン
ド
宣
教
師
ぱ
協
同
聖
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歌
隊
を
つ
く
り
、
北
辰
教
会
（
現
在
の
北
一
条
教
会
）
の
牧
師
高
倉
徳
太
郎
は
協
同
別
動
隊
と
し
て
、
会
場
に
入
れ
な
か
っ
た
人
々
の
た
め

に
路
傍
説
教
隊
を
つ
く
っ
て
演
説
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
高
倉
の
生
涯
の
中
で
路
傍
伝
道
に
立
っ
た
の
は
こ
の
時
だ
け
で
あ
っ
た
ろ
う
。

協
力
伝
道
は
札
幌
だ
け
で
は
な
く
、
北
海
道
各
地
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
、
各
派
の
協
力
心
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　
北
海
道
全
体
の
教
会
が
こ
の
運
動
に
よ
り
、
ど
れ
だ
け
教
士
が
の
び
た
か
を
知
る
資
料
は
も
っ
て
い
な
い
が
、
札
幌
北
光
教
会
の
統
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

で
は
著
る
し
い
進
展
の
あ
と
が
み
ら
れ
る
。

夕
　
　
　
　
拝

朝
拝

増
加
数

会
員
数

／
1
／
大
／
正

四
七
七
五 三

二
六
三
二

七
六
三
六

二
九
九
三

九
〇
七
八
二
七

三
二
六
四

九
三
八
八

三
七
四
五
三
五

ヒ
ヒ
「
　
　
　
． 九
四
二
四

四
七
七

七
二
益 毛

四
九
四

ブく

c一

ｵ

杢
｝
一
蓋
五
〇
九
八

五
八

二
…
．
皿
－

二
一 九

、
　
↓
、
一
ノ
」
ノ

七
五
七
黒
闇
…
｝
九
二
δ
七

六
四
九
一
一

十
－
一

九
五

≡
≡
八
三
六
八
○

土

一li　一

協
同
伝
道
が
は
じ
ま
っ
た
三
年
か
ら
五
年
の
間
の
受
洗
者
が
一
九
〇
名
で
、
特
に
最
終
年
度
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

二
七
名
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
三
は
第
一
次
大
戦
と
ロ
シ
ア
革
命
の
影
響
で
あ
る
。

　
大
正
三
年
夏
ら
八
年
ま
で
あ
っ
た
第
一
次
大
戦
と
そ
の
後
の
戦
後
不
況
は
本
道
の
経
済
、
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
も
大
き
か
っ
た
。
独
占

資
本
に
よ
る
砿
工
業
の
発
達
や
、
非
人
道
的
な
土
工
部
屋
の
増
加
、
大
正
二
年
の
凶
作
も
響
い
て
地
主
小
作
の
階
層
分
化
な
ど
社
会
問
題

と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
が
は
ら
ん
で
い
た
。

　
キ
リ
ス
ト
教
会
も
、
ま
た
別
な
意
味
で
第
一
次
大
戦
の
影
響
を
う
け
て
い
た
。
宣
教
師
の
献
身
的
な
働
き
に
よ
り
成
長
し
た
教
会
は
、

経
済
的
自
立
が
弱
く
、
世
界
の
動
向
を
も
ろ
に
受
け
や
す
か
っ
た
。



　
本
道
の
伝
道
史
の
中
で
記
し
い
足
跡
を
残
し
て
き
た
聖
公
会
は
英
国
の
○
ζ
ω
（
蛙
お
○
び
霞
9
ζ
圃
ω
ω
δ
昌
幾
《
ω
。
鼠
Φ
墜
）
宣
教
協
会
に

よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
支
え
ら
れ
て
き
た
。
日
本
の
聖
公
会
は
ア
メ
リ
カ
の
聖
公
会
と
英
国
の
聖
公
会
と
に
よ
っ
て
伝
道
さ
れ
た
が
、
北
海

道
は
英
園
聖
公
会
の
の
み
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
第
一
次
大
戦
の
影
響
は
本
州
の
塁
公
会
よ
り
も
大
き
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
教
区
九
十
年
史
の
中
に
は

　
「
世
界
第
一
次
大
戦
の
影
響
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
を
お
お
っ
た
経
済
的
不
況
は
英
国
に
猛
威
を
ふ
る
い
人
々
は
困
苦
に
あ
え
い
で
い
た
。

自
然
、
英
国
聖
公
会
も
影
響
を
受
け
、
特
に
海
外
宣
教
師
団
体
で
は
世
界
各
地
に
派
遣
し
て
い
た
宜
教
師
の
経
済
的
維
持
の
面
で
危
機
に

瀕
し
た
。
そ
こ
で
C
M
S
も
思
い
切
っ
た
削
減
政
策
を
行
な
い
、
寛
教
師
の
本
国
召
還
、
退
職
時
期
を
早
め
る
等
の
処
遣
を
と
っ
た
。
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
…
）

果
、
宣
教
活
動
の
遅
滞
、
ま
た
は
淳
止
と
い
う
悲
し
む
べ
き
事
態
が
各
地
に
起
こ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
」

　
特
に
影
響
を
強
く
受
け
た
の
ぱ
ア
イ
ヌ
伝
道
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
た
パ
チ
ラ
ー
で
あ
る
。
一
般
に
農
村
に
あ
る
教
会
の
自
立
は

困
難
で
あ
っ
た
が
、
経
済
的
に
貧
し
か
っ
た
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
教
会
は
も
っ
と
難
か
し
か
っ
た
。
『
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ラ

ー
の
手
紙
』
の
訳
、
編
者
で
あ
る
仁
多
巌
巌
氏
は
、
第
一
次
大
戦
中
の
C
M
S
の
混
乱
と
事
実
上
通
信
の
困
難
さ
も
あ
っ
て
か
、
こ
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

期
の
バ
チ
ラ
ー
の
手
紙
を
入
手
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
書
い
て
い
る
が
、
註
の
中
で
「
戦
時
下
の
英
国
の
C
M
S
本
部
か
ら
宣
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

費
教
役
者
の
給
料
な
ど
は
大
削
減
さ
れ
、
バ
チ
ラ
ー
の
心
痛
は
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
経
済
的
問
題
よ
り
も
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
で
あ
っ
た
こ
と
の
困
難
で
あ
る
。
B
英
岡
盟
よ
り
、
日
本
は

連
合
国
軍
に
加
わ
り
、
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
し
た
の
で
、
ド
イ
ツ
人
は
敵
の
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
ド
イ
ツ
か
ら
き
た
宣
教
師
は
か

た
み
の
せ
ま
い
思
い
で
生
晒
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
し
、
具
体
的
な
困
難
も
多
く
あ
っ
た
。
丁
度
、
札
幌
は
轡
形
区
が
設
遣
さ
れ
た
時
だ

が
、
前
途
は
必
ず
し
も
明
る
く
は
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
五
十
年
史
に
は
、

　
「
知
教
区
設
置
と
共
に
、
わ
が
布
教
地
は
新
し
い
時
期
に
突
入
し
た
。
世
界
大
戦
が
あ
っ
た
の
で
、
遺
憾
に
も
そ
の
時
期
は
全
く
よ
く

な
か
っ
た
。
新
し
い
神
父
た
ち
は
く
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
、
資
金
は
相
当
逼
迫
し
て
い
て
時
制
が
不
安
で
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
神
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父
は
み
な
働
く
こ
と
が
で
き
た
が
、
時
の
た
つ
に
つ
れ
て
警
察
か
ら
の
干
渉
が
．
殖
え
た
。
そ
の
上
ド
イ
ツ
を
敵
と
し
て
い
る
国
々
の
政
府

が
日
本
も
、
国
内
に
在
住
す
る
ド
イ
ツ
人
を
、
宣
教
師
た
ち
ま
で
も
収
容
所
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
、
時
々
強
要
し
て
き
た
。
こ
れ
は
実
行

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
連
合
鼠
の
要
求
に
多
少
譲
歩
す
る
た
め
に
最
初
の
う
ち
は
自
由
で
あ
っ
た
外
国
と
の
文
通
が
禁
じ
ら
れ
た
。

後
、
間
も
な
く
い
わ
ゆ
る
売
買
禁
止
令
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
た
だ
必
要
な
食
料
、
衣
料
、
そ
の
他
生
活
す
る
上
に
ぜ
ひ
と
も
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

て
は
な
ら
ぬ
物
を
除
く
ほ
か
は
あ
ら
ゆ
る
売
買
が
禁
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
看
視
も
ま
た
一
層
厳
重
に
な
っ
た
。
」

　
こ
の
困
難
は
大
戦
が
終
っ
て
も
、
な
お
続
い
た
。
ド
イ
ツ
の
敗
戦
か
ら
日
本
の
教
会
を
支
え
る
献
金
は
難
か
し
く
な
り
、
米
国
に
ゆ
く

宣
教
師
に
頼
ん
で
二
年
間
北
海
道
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
宣
教
の
た
め
に
、
米
国
か
ら
献
金
を
し
て
も
ら
い
、
負
債
・
生
計
・
建
築
費
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

ど
の
支
え
を
し
て
も
ら
っ
た
と
あ
る
。

　
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
は
北
海
道
に
宣
教
の
祈
り
を
も
っ
た
の
で
、
後
に
東
京
、
九
州
に
教
会
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
第
一
次
大
戦

の
時
の
困
難
は
主
と
し
て
北
海
道
に
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
更
に
一
九
一
七
年
（
大
正
六
年
）
に
お
こ
っ
た
ロ
シ
ア
革
命
の
影
響
で
あ
る
。
当
時
、
社
会
主
義
思
想
家
は
、
売
文
社
な
ど
を
つ
く
り
、

い
わ
ゆ
る
冬
の
時
代
を
す
ご
し
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
革
命
は
希
望
の
燭
火
と
な
っ
た
。
一
般
社
会
で
は
不
安
と
恐
れ
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
会
は
や
や
困
惑
し
た
お
も
む
き
で
事
実
の
推
移
を
見
つ
め
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
し
か
し
帝
政
ロ
シ
ア
と
深
い
関
わ
り
を
も
つ
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
は
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。
明
治
四
十
四
年
に
ニ
コ
ラ
イ
大
司
祭
が

亡
く
な
っ
て
か
ら
、
セ
ル
ギ
…
大
司
教
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
革
命
で
伝
道
学
校
、
神
学
校
、
女
子
神
学
校
、
京
都
女
学
校
な
ど
ほ
と
ん
ど

閉
鎖
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
が
日
本
の
伝
道
を
し
た
の
は
函
館
が
最
初
で
あ
り
、
ニ
コ
ラ
イ
も
函
館
を
根
拠
地
と
し
て
本
州
の
伝
道
を
し
、
後

に
東
京
に
移
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
道
内
は
早
く
か
ら
か
な
り
奥
地
ま
で
も
伝
道
し
、
教
会
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。
資
料
が
散
逸
し
て
い

る
の
で
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
革
命
は
か
な
り
の
動
揺
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
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の
よ
う
に
戦
争
に
よ
っ
て
敵
味
方
と
の
関
係
に
お
か
れ
た
こ
と
は
一
九
〇
四
（
明
治
三
＋
七
年
）
の
日
露
戦
争
の
と
き
経
験
し
て
い
る
が
、

そ
れ
と
は
違
っ
た
、
も
っ
と
深
い
園
難
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
日
露
戦
争
の
時
、
　
ニ
コ
ラ
イ
ば
か
な
り
悩
ん
だ
こ
と
が
、
　
オ
ー
チ
ス
・
ケ
リ
ー
の
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
』
（
》
瓢
δ
8
蔓
。
｛
Ω
肖
嗣

訟
鋤
巳
信
ヨ
智
欝
づ
1
湘
○
ζ
》
Z
O
｝
8
瓢
○
い
H
O
＞
Z
O
O
幻
図
図
凶
○
閃
8
寓
O
U
O
×
罎
H
ω
Q
Q
H
O
Z
ω
）
5
の
中
に
書
い
て
あ
る
が
、
　
ニ

コ
ラ
イ
は
、
キ
リ
ス
ト
の
教
え
は
書
分
の
属
し
て
い
る
国
を
愛
す
る
こ
と
で
あ
る
と
語
り
、
日
本
に
つ
か
わ
さ
れ
た
者
と
し
て
、
日
本
の

キ
ジ
ス
ト
者
と
共
に
、
隣
本
の
勝
利
の
た
め
に
祈
っ
た
。
又
、
捕
わ
れ
の
身
と
な
っ
て
日
本
に
移
さ
れ
て
き
た
七
三
〇
〇
〇
人
の
ロ
シ
ア

兵
の
た
め
に
働
く
役
割
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
ロ
シ
ア
革
命
の
と
き
は
事
情
が
違
っ
て
い
た
。
歴
史
的
展
望
の
で
き
な
い
賭
さ
の
中
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
札
幌
正
教
会
小

史
に
は

　
「
こ
の
年
ロ
シ
ア
で
は
レ
…
ニ
ン
の
革
命
政
権
成
立
、
日
本
正
教
会
に
対
す
る
援
助
は
打
ち
切
ら
れ
、
日
本
正
教
会
は
経
済
的
自
立
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

余
儀
な
く
せ
ら
れ
、
苦
難
の
道
を
歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。
地
方
の
教
会
の
信
徒
が
、
こ
の
嗣
難
を
い
か
に

受
け
と
め
、
の
り
こ
え
て
行
っ
た
か
は
今
後
の
研
究
に
蒸
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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第
四
は
高
倉
神
学
の
初
期
形
成
期
に
お
け
る
北
海
道
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。

　
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
日
本
の
神
学
界
を
代
表
す
る
人
に
高
倉
徳
太
郎
と
熊
野
義
孝
氏
が
い
る
。
面
白
い
こ
と
に
、
高
倉
は
大
正
の

初
め
に
札
幌
へ
、
熊
野
氏
は
大
正
の
終
り
に
函
館
に
赴
任
し
、
初
期
形
成
期
を
北
海
道
で
過
ご
し
て
い
る
。

　
高
倉
は
大
正
二
年
十
月
か
ら
、
大
正
七
年
の
十
月
ま
で
、
札
幌
北
辰
教
会
の
主
任
牧
師
を
し
て
い
た
。
こ
の
間
に
次
女
を
失
う
と
い
う

悲
し
い
経
験
を
し
て
い
る
。
高
倉
徳
太
郎
著
作
集
の
解
説
を
書
噛
い
た
女
婿
佐
藤
敏
夫
氏
は

「
「
高
倉
徳
太
郎
の
神
学
者
と
し
て
の
生
涯
は
イ
ギ
リ
ス
留
学
を
も
っ
て
二
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
留
学
か
ら
帰
る
ま
で



の
時
期
が
、
い
わ
ば
形
成
期
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
以
降
の
時
期
が
確
立
期
を
意
味
し
て
い
る
。
世
上
、
高
倉
神
学
と
い
わ
れ
る
も
の

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
確
立
期
の
文
章
の
中
に
見
出
さ
れ
る
…
…
こ
れ
に
対
し
て
形
成
期
の
文
章
は
、
福
音
的
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
を
確

立
す
る
に
い
た
る
ま
で
の
高
倉
の
内
的
発
展
の
跡
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
こ
れ
と
し
て
極
め
て
魅
力
の
あ
る
貴
重
な
魂
の
記
録
で

　
（
2
9
）

あ
る
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　
高
倉
は
明
治
四
十
三
年
に
神
学
社
を
出
て
、
二
年
間
富
士
見
町
教
会
の
伝
道
師
を
し
、
そ
の
間
に
一
年
間
、
軍
隊
に
行
き
、
大
正
二
年

一
月
京
都
吉
田
教
会
の
主
任
牧
師
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
そ
の
年
の
十
月
に
札
幌
へ
星
斗
を
う
け
、
大
正
七
年
十
月
迄
働
い
た
。
十
月
に

北
辰
教
会
を
辞
任
し
て
上
京
し
神
学
社
に
教
鞭
を
と
り
、
十
年
目
八
月
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
留
学
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
生
涯
を
み
て
も

一
つ
の
教
会
に
牧
師
と
し
て
全
力
投
球
し
た
の
は
、
こ
の
形
成
期
と
い
わ
れ
る
札
幌
だ
け
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
そ
れ
故
に
、
こ
の
五
年
間
に
札
幌
北
辰
教
会
は
大
き
く
伸
び
、
六
十
年
史
に
も
「
北
辰
教
会
の
教
勢
は
今
や
、
全
日
本
基
督
教
会
の
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

目
を
あ
び
る
ほ
ど
の
成
長
ぶ
り
を
示
し
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　
こ
の
時
代
に
世
に
出
し
た
論
文
や
書
物
は
そ
う
多
く
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
伝
道
牧
会
に
打
ち
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し

か
し
、
高
倉
神
学
の
初
期
形
成
期
に
北
海
道
で
の
生
活
は
か
な
り
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
高
倉
神
学
の
特
徴
は
瞭
罪
の
信
仰
に
あ
っ
た
。
膚
我
を
徹
底
的
に
追
求
す
る
罪
責
と
、
十
字
架
の
恵
み
に
よ
っ
て
の
み
救
わ
れ
る
恩
寵

の
神
学
で
あ
る
。
日
本
の
キ
リ
ス
ト
下
界
で
罪
の
閥
題
を
徹
底
的
に
追
求
し
た
人
に
内
村
鑑
三
と
高
倉
徳
太
郎
が
い
た
。
そ
の
神
学
的
思

想
の
方
向
生
か
な
り
違
う
も
の
で
あ
っ
て
も
、
十
字
架
と
神
の
恩
寵
を
と
い
て
や
ま
な
い
こ
と
で
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
二
人
は
時
代
が

ち
が
っ
て
も
、
若
き
日
、
札
幌
に
数
年
過
ご
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

　
高
倉
は
「
祝
福
せ
ら
る
る
ま
で
に
」
の
中
で
、
札
幌
に
明
治
四
十
二
年
、
神
学
社
の
三
年
生
と
し
て
、
夏
期
伝
道
に
き
た
。
求
道
者
会

で
愛
に
つ
い
て
話
す
こ
と
を
考
え
な
が
ら
大
通
り
を
散
策
し
て
い
た
時
、
活
け
る
キ
リ
ス
ト
の
愛
に
触
れ
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
書
い
て

い
る
。
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「
そ
の
時
私
の
魂
は
ほ
と
ん
う
に
活
け
る
キ
リ
ス
ト
の
愛
に
捉
え
ら
れ
た
ど
感
じ
た
。
自
分
の
心
は
主
の
愛
に
ま
っ
た
く
燃
や
さ
れ
て

焔
の
よ
う
に
な
っ
た
。
私
ぱ
嬉
し
く
て
た
ま
ら
な
い
。
涙
が
と
め
ど
な
く
流
れ
た
。
私
は
狂
気
の
よ
う
に
な
っ
て
草
原
の
中
を
夢
中
で
幾

度
も
幾
度
も
回
っ
て
お
っ
た
。
そ
の
晩
は
心
か
ら
確
信
を
も
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
愛
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
は
こ
の
経
験
以
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

厚
薄
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
活
け
る
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
信
仰
を
続
け
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
」

　
こ
れ
は
恩
寵
の
経
験
で
あ
る
。
又
、
彼
は
大
正
十
一
年
の
受
難
週
に
賊
罪
の
経
験
が
高
め
ら
れ
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
大
正

五
年
の
終
り
に
聖
書
研
鐙
社
か
ら
依
頼
さ
れ
て
ロ
マ
書
の
研
究
を
執
筆
し
て
い
る
中
に
三
章
の
二
三
～
二
四
節
の
言
葉
が
彼
の
心
に
深
く

ふ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
「
私
は
自
分
で
自
分
の
罪
を
処
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
分
の
う
ち
に
は
一
点
も
自
己
を
救
う
力
の
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
の
で

あ
っ
た
。
私
は
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
下
に
身
を
寄
せ
る
ほ
か
な
い
こ
と
を
雪
嵐
し
た
。
深
く
罪
に
食
い
入
れ
ら
れ
て
お
る
、
わ
が
魂
が

『
功
な
く
し
て
神
の
恩
恵
に
よ
り
』
義
と
せ
ら
れ
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
正
七
年
の
受
難
週
に
は
こ
と
に
私
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

購
罪
の
経
験
は
高
ま
っ
た
よ
う
に
懲
う
。
」

　
彼
の
神
学
思
想
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
留
学
し
て
フ
ォ
サ
イ
ス
の
神
学
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
深
め
ら
れ
た
と
云
わ
れ
る
が
、
そ
の
萌
芽

は
札
幌
で
経
験
し
た
恩
寵
と
瞭
罪
の
深
い
感
動
に
あ
っ
た
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
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第
五
は
、
科
学
と
宗
教
論
争
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
大
正
十
一
年
九
月
か
ら
十
二
年
の
一
月
置
北
海
タ
イ
ム
ス
紙
上
で
北
大
の
生
物
学
（
昆
虫
学
）
教
授
松
村
松
年
と
北
一
条
教
会
牧
師
小

野
村
林
蔵
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
徒
で
詩
人
の
三
木
露
風
、
北
大
工
学
部
教
授
坂
岡
松
太
郎
、
北
光
教
会
牧
師
海
老
沢
亮
な
ど
が
寄
稿
し
論

戦
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
普
通
は
松
村
、
小
野
村
論
戦
と
云
わ
れ
て
い
る
。
金
田
隆
一
氏
ぱ
『
小
野
村
林
蔵
の
人
と
乙
酉
』
の
中
で
「
特
に
有
名
な
の
ぱ
、
　
一
九



二
二
く
大
正
幸
一
v
に
北
海
タ
イ
ム
ス
紙
上
に
お
い
て
『
キ
リ
ス
ト
教
迷
信
論
』
『
宗
教
無
用
論
』
を
進
化
論
の
立
場
か
ら
説
い
た
北
大
教

授
松
村
松
年
博
士
と
の
ニ
ヵ
月
間
に
亘
る
大
論
争
で
、
当
時
北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
会
ば
か
り
で
な
く
、
多
く
の
識
者
の
爆
撃
を
集
め
た
事

　
　
（
3
3
）

件
で
あ
る
。
」
と
書
い
て
い
る
の

　
こ
れ
は
、
大
正
十
一
年
九
月
二
十
口
か
ら
九
月
二
十
九
日
迄
五
回
に
渡
っ
て
松
村
松
年
が
『
科
学
と
宗
教
戦
』
と
題
し
て
、
ダ
ー
ウ
ィ

ン
の
進
化
説
と
聖
書
の
創
造
物
語
り
の
違
い
を
論
じ
、
聖
書
の
記
事
は
現
代
の
科
学
知
識
か
ら
す
れ
ば
、
荒
唐
無
稽
の
物
語
り
で
あ
り
、

歴
史
家
は
も
は
や
人
類
社
会
に
宗
教
の
価
値
を
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
進
化
論
に
関
す
る
事
実
ぱ
最
早
決
定
的
な
も
の
で
動

か
す
こ
と
の
出
来
な
い
真
理
で
あ
る
。
果
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
が
こ
の
大
混
乱
の
中
に
立
っ
て
如
何
に
変
化
し
て
ゆ
く
か
、
吾
人
の
刮
目

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、
等
の
要
旨
を
述
べ
た
。

　
こ
の
こ
と
に
対
し
て
、
最
初
に
反
論
し
た
の
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
徒
で
当
別
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
に
き
て
い
た
詩
人
三
木
露
風
で
あ
っ

た
。
彼
は
九
月
三
十
口
と
十
月
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
『
面
会
の
た
め
の
弁
語
』
と
題
し
て
、
松
村
氏
の
論
説
は
緻
密
か
つ
論
理
的

で
あ
る
が
、
し
か
し
、
科
学
の
も
つ
真
理
に
は
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
又
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
理
解
も
固
定
的
で
不

十
分
な
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
純
正
な
夏
期
は
科
学
が
発
達
し
て
も
、
ご
う
も
そ
の
基
礎
は
動
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
の
大
意
を
述
べ

て
い
る
。

　
続
い
て
、
十
月
二
日
か
ら
十
一
a
迄
、
四
回
に
渡
っ
て
小
野
村
林
蔵
が
『
科
学
と
宗
教
戦
を
読
ん
で
』
と
題
し
て
論
じ
た
。
松
村
氏
は

昆
虫
学
者
で
あ
っ
て
神
学
者
で
は
な
い
。
こ
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
と
旧
約
聖
書
の
創
造
論
の
関
係
は
す
で
に
三
十
年
前
に
論
じ
つ
く

さ
れ
、
今
の
神
学
界
で
は
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
。
松
村
氏
は
小
樽
新
聞
に
論
旨
の
根
拠
を
ウ
ェ
ル
ズ
の
本
に
よ
っ
た
と
書
い
て
い
る

が
、
私
の
も
っ
て
い
る
ウ
ェ
ル
ズ
の
同
じ
本
と
内
容
が
違
っ
て
い
る
。
誤
読
し
て
紹
介
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ウ
ェ
ル
ズ
の
宗
教
観

は
他
の
書
物
で
紹
介
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
要
旨
で
、
か
な
り
き
び
し
く
反
論
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
松
村
は
十
月
二
十
六
撮
か
ら
十
二
月
六
日
迄
十
八
回
に
わ
た
っ
て
『
基
督
論
』
と
題
し
て
論
じ
、
大
意
は
、
三
木
氏
の
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論
は
宗
教
家
ら
し
く
敬
震
に
と
む
も
の
で
尊
敬
に
あ
た
い
す
る
が
、
小
野
村
氏
の
論
は
実
に
侮
辱
し
た
文
章
で
牧
師
と
し
て
の
言
葉
で
は

な
い
、
か
か
る
老
は
社
会
か
ら
ほ
う
む
る
べ
き
で
あ
る
と
の
激
し
い
語
調
で
述
べ
、
キ
リ
ス
ト
は
本
当
に
存
在
し
た
の
か
、
聖
書
は
正
し

い
歴
史
約
史
料
か
、
外
典
と
正
典
と
の
間
に
ち
が
い
が
あ
．
る
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
、
歴
史
上
、
い
く
つ
か
の
会
議
で
聖
書
は
唯
一
の
真

理
と
さ
れ
て
き
た
か
、
イ
エ
ス
の
救
い
と
パ
ウ
ロ
の
救
い
は
ち
が
う
の
で
は
な
い
か
、
キ
リ
ス
ト
の
歴
史
は
正
史
に
表
わ
れ
た
か
、
十
字

架
は
キ
リ
ス
ト
教
の
残
忍
性
を
現
わ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
等
を
述
べ
、
終
り
に
田
本
人
の
体
育
が
退
歩
し
て
い
る
の
は
キ
リ
ス
ト
教

の
影
響
で
あ
る
と
筆
を
す
べ
ら
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
に
対
し
て
小
野
村
の
反
論
は
タ
イ
ム
ス
紙
上
に
は
嵐
し
て
い
な
い
が
、
十
二
月
十
日
の
北
一
条
教
会
で
田
し
て
い
る
『
聖
き

響
き
』
の
機
関
誌
に
「
福
音
書
の
歴
史
的
価
値
」
と
題
し
て
近
代
聖
書
学
の
成
果
を
述
べ
て
応
え
て
い
る
。

　
タ
イ
ム
ス
紙
上
で
は
、
十
二
月
十
一
日
と
十
二
月
十
三
日
の
二
回
に
わ
た
っ
て
北
大
工
学
部
の
坂
岡
末
太
郎
が
『
余
の
宗
教
論
』
と
題

し
て
寄
稿
し
て
い
る
。
論
旨
ぱ
、
宗
教
の
も
つ
非
近
代
性
を
の
べ
な
が
ら
も
、
し
か
し
科
学
に
決
し
て
宇
宙
の
理
法
を
説
明
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
謙
虚
に
書
い
て
い
る
。

　
や
が
て
、
翌
年
の
大
正
十
二
年
一
月
十
六
日
か
ら
十
九
日
ま
で
、
北
光
教
会
牧
師
の
海
老
沢
亮
が
『
近
時
思
想
界
の
趨
勢
』
と
題
し
て

四
回
に
わ
た
っ
て
寄
稿
し
、
世
界
思
想
界
の
流
れ
は
宗
教
蔑
視
か
ら
、
宗
教
を
重
じ
る
方
向
に
向
っ
て
お
り
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
説
は
一
つ

の
学
説
で
あ
っ
て
、
そ
れ
の
み
重
視
す
る
の
は
一
つ
の
錯
誤
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
と
述
べ
、
更
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
鮒
か
れ
た
国
際

基
督
教
連
盟
の
思
想
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
北
海
タ
イ
ム
ス
紙
の
紙
上
論
争
は
こ
れ
で
終
る
の
だ
が
、
松
村
は
更
に
十
二
年
の
一
月
東
京
日
々
新
聞
に
十
四
回
に
わ
た
っ
て
『
科
学

と
宗
教
戦
』
と
い
う
同
じ
題
で
の
せ
て
い
る
。
　
こ
れ
を
読
ん
で
、
東
京
の
霊
夢
坂
教
会
牧
師
小
崎
弘
道
が
『
科
学
と
宗
教
戦
を
読
ん
で
』

と
い
う
．
題
で
一
月
二
十
九
日
か
ら
四
回
に
わ
た
っ
て
論
じ
た
。
主
旨
は
、
今
ど
き
珍
ら
し
い
内
容
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
す
で
に
悶
十
年

前
、
モ
…
ル
ス
や
外
山
博
±
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
と
内
容
的
に
あ
ま
り
変
っ
て
い
な
い
。
聖
書
は
科
学
の
書
で
な
い
か
ら
、
科
学
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と
宗
教
の
学
問
の
区
別
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。

　
わ
が
国
の
キ
リ
ス
ト
教
史
の
中
で
、
何
圓
か
紙
上
論
争
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
有
名
な
の
は
井
上
哲
次
郎
と
の
「
宗
教
と
教
育
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

衝
突
の
問
題
」
で
な
さ
れ
た
論
争
あ
で
る
。
『
植
村
正
久
と
そ
の
時
代
』
に
は
二
〇
〇
回
近
く
も
各
紙
で
論
争
し
、
　
三
〇
数
冊
の
本
が
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

　
次
に
二
〇
世
紀
大
挙
伝
道
の
後
、
植
村
正
久
と
海
老
名
弾
正
の
「
三
位
一
体
論
）
の
論
争
が
あ
り
、
更
に
少
し
時
代
は
下
っ
て
昭
和
二

年
十
一
月
福
音
新
報
紙
上
で
佐
藤
繁
彦
と
高
倉
徳
太
郎
の
「
福
音
的
基
督
教
」
を
め
ぐ
っ
て
の
論
争
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
北
海
道
で
一
般
新
聞
紙
上
に
聖
書
を
め
ぐ
っ
て
の
論
争
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
参
加
し
、
半
年
に
渡
っ
て
な
さ
れ
た
の
ぱ
明

治
・
大
正
・
昭
和
を
通
じ
て
こ
の
時
以
外
に
は
な
か
っ
た
。
論
争
の
勝
敗
は
別
に
し
て
大
正
期
を
特
色
づ
け
る
史
的
事
件
の
一
つ
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

た
と
い
わ
れ
よ
う
。

　
そ
の
他
、
大
正
期
に
興
味
あ
る
こ
と
と
し
て
、
次
の
こ
と
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
が
、
紙
数
が
な
い
の
で
テ
ー
マ
だ
け
を
記

し
、
今
後
の
課
題
と
し
て
論
考
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

ほ
　
北
海
道
労
働
運
動
と
松
岡
駒
吉
（
明
治
阻
十
二
～
大
正
六
年
）

働
　
酪
農
の
振
興
と
キ
リ
ス
ト
者
達
「
宇
都
宮
仙
太
郎
、
黒
沢
酉
蔵
、
佐
藤
四
七
、
深
沢
吉
平
ら
）

研
　
大
正
期
の
社
会
事
業
と
キ
リ
ス
ト
者
（
留
岡
幸
助
の
家
庭
学
校
、
相
川
勝
治
の
博
愛
職
工
学
会
、
助
川
の
大
化
院
な
ど
）

四
　
キ
リ
ス
ト
教
と
報
徳
思
想
（
留
岡
、
、
黒
沢
、
深
沢
な
ど
）

㈲
　
山
伺
｛
島
篶
ハ
場
の
解
放
を
め
ぐ
っ
て
（
大
正
十
一
年
）

　
本
稿
は
一
九
七
五
年
の
北
海
道
基
督
教
学
会
で
発
表
し
た
も
の
を
訂
正
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
年
前
に
北
海
道
大
学
文
学
部
が
中

心
と
な
っ
て
し
た
「
北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
史
資
料
の
総
合
的
研
究
」
の
学
外
研
究
者
と
し
て
参
加
し
た
際
、
調
べ
た
資
料
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
永
井
秀
夫
教
授
及
び
先
学
の
方
々
に
感
謝
し
た
い
。
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（2）　〈！） 註｛3）（4）（5）（8）　（7H6）（9）（1aj　（13）　（12）　Gl）　｛10）

榎
本
｛
寸
恵
「
北
海
鴨
爆
キ
リ
ス
ト
〃
教
史
の
白
繭
照
囲
纐
㎜
」
『
新
し
い
山
脚
史
』
、
餓
焦
ハ
巻
、
第
三
口
写
、
昭
和
幽
－
丁
三
年
八
n
月
、
　
一
四
～
一
九
百
ハ
。

石
生
　
謙
『
撰
本
キ
リ
ス
ト
教
史
論
』
、
新
教
出
版
社
、
　
～
九
六
七
年
。
本
書
は
戦
後
二
十
年
間
に
書
か
れ
た
論
文
集
で
必
ら
ず
し
も
通
史
を
意
図
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
大
翫
時
代
と
し
て
区
切
ら
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
が
、
や
や
関
達
あ
る
も
の
と
し
て
、
高
倉
徳
太
郎
を
論
考
さ
れ
た
「
キ
リ
ス

ト
者
の
自
我
追
求
」
と
「
日
本
神
学
の
課
題
」
で
少
し
く
ふ
れ
て
い
る
。

土
肥
昭
夫
『
亀
町
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
成
立
と
展
翻
』
、
　
β
本
基
督
教
団
出
版
局
、
　
一
九
七
五
年
。
本
書
も
論
文
集
で
殆
ど
大
正
期
に
つ
い
て
論
及

さ
れ
て
い
な
い
が
、
わ
ず
か
に
「
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
基
督
教
会
の
活
動
」
の
申
で
、
昭
和
初
期
と
の
関
連
で
少
し
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。

大
内
一
瓢
郎
「
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
」
は
海
老
沢
有
道
典
署
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
』
、
　
日
本
基
督
教
団
鐵
版
局
、
　
一
九
七
〇
年
の
中
の
後
篇
で
、
第

四
集
を
大
正
期
の
キ
リ
ス
ト
教
と
し
て
論
考
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
特
微
に
つ
い
て
は
圏
三
七
～
四
五
二
翼
。

福
島
恒
雄
門
北
海
道
ギ
リ
ス
ト
教
略
史
一
日
と
し
て
明
治
中
、
後
期
の
教
派
別
発
露
の
経
緯
1
」
『
新
し
い
道
史
』
、
第
一
〇
巻
第
一
号
、
錆
二
幅
、
暇
和

四
十
七
年
。

『
基
督
教
年
鑑
一
九
二
五
年
』
、
　
一
九
蕪
～
二
〇
〇
頁
。
信
徒
数
は
巻
末
統
計
表
（
文
部
省
宗
教
尚
調
査
）

前
掲
書
、
二
〇
九
頁
。

大
正
期
に
活
躍
し
た
教
職
信
徒
名
は
筆
者
が
知
っ
て
い
る
空
論
な
の
で
、
札
幌
が
中
心
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
研
究
が
進
め
ば
、
地
方
教
会
か
ら
も

こ
の
リ
ス
ト
に
茄
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
物
が
か
な
り
上
げ
ら
れ
る
と
思
う
。

中
川
　
収
「
北
海
道
同
志
教
育
会
と
救
世
軍
遠
軽
小
隊
、
お
よ
び
遠
軽
教
会
の
形
成
」
『
キ
リ
ス
ー
・
教
史
学
腫
、
第
二
六
集
、
昭
和
四
十
七
年
、
三
五
～
三

八
頁
。

前
掲
書
、
一
一
三
頁
註
。

『
基
督
教
年
鑑
一
九
二
五
年
』
、
一
九
四
頁
。

山
崎
鷲
夫
・
予
代
崎
秀
雄
共
著
『
驚
本
ホ
ー
狭
ネ
ス
教
団
史
』
、
昭
和
凶
十
五
年
、
一
～
三
頁
、
四
四
頁
。

前
掲
書
、
三
九
黄
。

渡
辺
善
太
『
毒
心
と
そ
の
前
後
』
、
　
臼
本
基
督
教
隣
出
版
部
、
昭
和
三
十
二
年
、
　
一
六
八
～
一
七
一
頁
。
　
後
期
に
は
王
氏
の
聖
書
学
界
糠
礼
紀
行
と
書
か

れ
て
い
る
。
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（15）（16）（21｝　（2e）　（19）　｛18）　（17）（27）　（26）　（25）　（24｝　（23）　（22）（32）　（3！H30）　（29）　（28）

『
日
本
ホ
：
リ
ネ
ス
教
…
同
史
』
、
六
〇
頁
。
教
会
裁
判
と
は
既
存
の
教
派
の
信
徒
、
役
員
が
新
し
く
始
め
ら
れ
た
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
の
熱
心
さ
に
ひ
か
れ

て
、
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
ム
戯
に
変
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
で
、
他
の
教
派
で
は
必
ら
ず
し
も
そ
う
云
っ
て
ぱ
い
な
い
。

㎜、

�
ｩ
伯
作
翁
は
私
の
最
も
敬
愛
す
る
福
欝
の
議
者
で
あ
り
、
ま
た
長
年
私
の
た
め
、
穣
夜
祈
っ
て
く
れ
て
い
る
信
仰
の
老
父
で
あ
る
」
矢
内
原
忠
雄
「
公

判
鋳
聴
記
昭
湘
一
一
十
年
六
月
偏
、
武
閏
清
子
著
『
土
着
と
背
教
』
、
三
三
一
頁
よ
り
引
用
。

武
田
渚
子
「
浅
見
仙
膵
の
思
想
」
『
土
着
と
背
教
』
、
新
教
田
版
社
、
　
一
九
六
七
年
、
三
二
五
～
三
五
六
買
。

「
北
海
道
に
お
け
る
フ
㌧
フ
ソ
シ
ス
コ
修
道
会
五
十
年
」
、
機
関
誌
『
光
明
』
、
昭
和
三
十
二
年
一
月
～
五
月
、
第
一
一
七
五
号
（
二
）
。

『
北
光
』
、
札
幌
北
光
敏
会
機
関
誌
、
大
正
四
年
、
六
月
号
。

前
掲
書
、
大
正
十
二
年
八
月
号
。

奥
山
亮
『
北
海
道
里
概
説
』
に
一
九
一
三
～
一
九
一
八
年
ま
で
の
主
な
市
の
入
口
増
加
を
の
せ
て
い
る
が
（
一
九
五
頁
）
、
そ
れ
に
よ
る
と
函
館
＝
二

三
％
、
小
樽
一
…
三
輪
’
、
室
蘭
一
二
四
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
札
幌
は
九
八
承
に
減
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
統
計
は
人
口
増
と
の
関
連
で
み
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

『
日
本
聖
公
会
北
海
道
甜
教
区
九
十
年
史
』
、
昭
和
四
十
一
年
、
　
一
一
九
頁
。

仁
多
見
巌
訳
編
『
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ラ
ー
の
手
紙
』
、
山
本
貴
店
、
　
　
九
六
五
年
・
、
…
二
〇
二
頁
。

前
掲
霧
、
二
九
二
頁
Q

『
北
海
道
に
お
け
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
五
十
年
史
』
、
　
一
…
七
七
頁
。

前
掲
轡
、
　
一
｝
七
八
頁
。

○
鼠
の
○
餌
q
｝
踏
固
G
。
叶
○
曙
。
幽
○
げ
臨
。
。
訟
9
鼠
崎
ヨ
冨
冒
ロ
ー
カ
○
罎
》
窯
O
＞
6
頃
○
ピ
H
（
）
諺
Z
O
O
六
国
匿
図
○
知
6
訟
O
U
O
×
プ
自
ω
ω
H
O
裳
Q
り
一
●

四
｝
七
～
四
二
一
頁
。
本
書
は
第
一
巻
が
〉
団
冨
8
団
団
○
出
0
7
ユ
u
。
餓
P
巳
け
鴇
ヨ
鴇
P
℃
P
ロ
ー
℃
即
0
8
犀
の
↓
＞
Z
↓
ζ
H
O
っ
O
o
H
O
累
。
り
一
．
　
と
し
て
禺
さ
れ

て
い
る
。
　
一
九
〇
九
年
に
出
さ
れ
て
一
九
七
〇
年
に
再
刊
さ
れ
た
も
の
で
、
大
正
期
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
資
料
を
他

に
手
も
と
に
な
い
の
で
参
考
に
し
た
。

イ
オ
ア
ン
厨
川
勇
編
『
札
幌
正
教
会
小
史
』
、
　
｝
九
五
八
年
、
　
一
五
頁
。

『
高
倉
徳
太
郎
著
作
集
』
1
、
新
教
出
版
祉
、
一
九
六
四
年
、
三
八
九
頁
。
　
　
㌧
．

『
日
本
基
督
蜘
恥
傘
∬
札
幌
北
㎝
条
教
ム
似
創
立
山
ハ
十
年
史
』
、
　
脚
曜
知
鯉
二
ふ
1
一
年
、
　
一
一
一
頁
。

『
高
倉
徳
太
郎
著
作
集
』
1
、
ニ
ニ
頁
。

前
掲
書
、
二
四
頁
。
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（s＆　（351 紹4昭31

金
隣
隆
｝
「
小
野
村
林
蔵
の
人
と
恩
想
」
『
苫
小
牧
エ
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
『
、
二
号
、
昭
和
四
十
二
年
、
　
一
一
頁
。

佐
波
　
亘
編
『
植
村
蕉
久
と
其
の
時
代
』
、
第
五
巻
、
七
七
三
～
八
二
四
頁
。

前
掲
書
、
二
四
三
～
嗣
三
八
頁
。

北
海
タ
イ
ム
ス
紙
上
の
論
争
は
、
従
来
小
二
村
、
松
村
論
争
と
云
わ
れ
て
き
た
が
、
筆
者
の
調
べ
で
は
沢
山
の
人
々
が
参
加
し
て
い
る
の
で
「
科
学
と
宗

教
論
争
」
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
又
、
進
化
論
と
創
造
論
の
問
題
は
山
崎
、
小
野
村
共
三
十
年
前
に
論
じ
ら
れ
た
こ
と
で
、
今

更
の
感
が
あ
る
と
書
い
て
い
る
が
、
こ
の
頃
欧
米
で
も
進
化
論
論
争
が
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
大
急
十
二
年
「
教
界
時
報
」
一
六
四
八
号
に

由
石
喜
之
助
が
「
英
米
の
基
督
教
思
想
「
と
題
し
て
二
繊
に
渡
っ
て
紹
介
し
て
い
る
が
、
内
容
は
進
化
論
の
論
争
で
あ
る
。
又
内
村
鑑
三
の
『
塾
書
之
研

究
』
二
六
六
号
（
大
正
十
一
年
）
の
日
記
に
英
文
で
書
い
た
も
の
に
、
余
は
進
化
論
者
で
あ
る
と
書
い
た
た
め
に
米
軍
の
読
者
か
ら
多
く
の
小
言
が
あ
っ

た
と
書
い
て
い
る
。
二
六
八
号
に
は
「
進
化
論
と
基
督
教
」
の
一
文
を
発
表
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
遅
れ
た
議
論
と
云
う
よ
り
は
、
ロ
シ
ヤ
革
命

な
ど
で
薯
燃
さ
れ
た
新
し
い
問
題
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
よ
う
。

　
松
村
松
年
は
大
正
十
五
年
に
『
科
学
者
が
投
じ
た
る
宗
教
界
で
の
爆
弾
』
と
題
し
て
こ
の
問
題
を
一
冊
の
本
に
し
て
出
し
て
い
る
。
一
ヵ
月
問
に
五
版

を
出
し
て
い
る
か
ら
、
か
な
り
読
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
小
野
村
の
そ
の
後
の
著
書
に
も
、
松
村
の
岡
雷
に
も
こ
の
論
争
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
の
で
、
後
々
ま
で
心
に
残
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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